
布忍神社（ぬのせじんじゃ） 

 開運松原六社参りのひとつ。速須佐男之
は や す さ の お の

尊
みこと

や八重事代主之
や え こ と し ろ ぬ し の

尊
みこと

・武甕槌雄之
た け み かづ ち お の

尊
みこと

を祭神と

する。社伝によると北方の天美地域の天見丘にあったものを、白布を敷いて当地に迎えた

ので、社名を布忍
ぬ の せ

とし、村名を向井
む か い

村としたという（現北新町）。 

 本殿は桃山様式を受け継いだ江戸時代初期の一間社流造
いっけんしゃながれづくり

。檜皮葺
ひわだぶき

である。蟇股
かえるまた

に

速須佐男之
は や す さ の お の

尊
みこと

をあらわす仏教でみられる梵字
ぼ ん じ

がはめこまれ、神仏混淆
こんこう

の形をとるものとし

て貴重である。また、本殿正面に「布忍宮」の扁額が掲げられているが、これは宇治（京

都府）の黄檗宗
おうばくしゅう

本山・万福寺
まんぷくじ

第５世である高泉性潡
こうせんしょうとん

の筆になる。本殿身舎の両側面に描か

れている唐獅子は、狩野探幽
かのうたんゆう

が描いたと伝えている。本殿は、寛文３年（１６６３）５月

９日、氏子の清水
し み ず

村（現南新町）の木下氏が武運長久
ぶうんちょうきゅう

や無病息災
むびょうそくさい

などを祈って奉納した寄

付だとともに、大阪府指定文化財となっている。平成１７年、本殿に使用されている木材

を年輪年代測定で調査した結果、南北朝時代の１３７２年＋α（５０〜１００年）に山野

から伐採されたことがわかった。 

 拝殿には宝永
ほうえい

２年（１７０５）１１月１３日に奉納された「布忍八景」扁額が掲げられ

ている。布忍神社周辺の宮裏白桜、孤村夕照、野塘春日、平田秋月、南山残雪、西海晩望、

竹林黄雀、籠池白鴎の八景をけやき坂で、１面に２景ずつ４面に納めた。２組つくられ、

現存する６面が松原市指定文化財となっている。 

 


